
 

文化財保存活用地域計画について 

 

（１）文化財保存活用地域計画とは 

文化財保護法の改正（平成 31 年 4月 1 日施行）により法定化された。 

 

①各市町村が目指す目標や中長期的に取り組む具体的な内容を記載した、当該市町村

における文化財の保存・活用に関する基本的なアクションプラン 

 

②地域計画には、以下に掲げる内容を記載事項として定める 

 １．市町村の区域における文化財の保存及び活用に関する基本事項 

 ２．市町村の区域における文化財の保存及び活用を図るために講じる措置の内容 

  ３．市町村の区域における文化財を把握するための調査に関する事項 

 ４．計画期間 

  ５．文部科学省令で定めることができる事項（文化財の保存・活用の推進体制等） 

  その他． 関連文化財群に関する事項、文化財保存活用区域に関する事項、 

       認定を受けた場合の事務処理特例の適用を希望する事務の内容 他 

 

③ 計画が国の認定を受けるためには、下記の基準を満たすことが必要 

○地域計画の実施が市町村の区域における文化財の保存及び活用に寄与するもの

であると認められること 

 ・域内の文化財の状況に応じて、計画期間内において実施すべき措置が盛り込ま

れていること 

 ・それらが文化財の保存・活用に寄与するものであることが合理的に説明されて

いること 

○円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること 

 ・措置の実施主体が特定されているか、特定される見込みが高いこと 

 ・措置の実施スケジュールが明確であること  

 ・認定を受けた場合の事務処理の特例の適用を希望する場合には、当該事務の実

施に必要な人員の配置など適切な実施体制が確保されていること 

○大綱が定められているときには、当該大綱に照らして適切なものであること 

 

  

【報告資料２】 



 

（２）文化財保存活用地域計画の位置づけ 

・未指定を含めた多様な文化財を総合的に調査・把握した上で、まちづくりや観光な

どの他の行政分野とも連携し、総合的に文化財の保存活用を進めていく。 

・地域計画の作成にあたっては、文化庁大綱・指針および県大綱にもとづき、また、

総合計画等の上位計画、関連計画との整合性をとりながら進めていく。 

 

計画の位置づけ 

 

（３）文化財保存活用地域計画の策定の意義 

・文化財の保存と活用のための措置（事業）を戦略的・計画的に進めることができる。 

・文化財を地域総がかりで支えていく体制を構築する。 

・国の登録文化財とすべき物件を提案できるようになる。 

・重要文化財等の軽微な変更が市町村の判断でできるようになる。 

・文化財の保存と活用に取り組む民間団体を文化財保存活用支援団体に指定するこ

とができる。 

・地域計画の策定が国の補助事業の優先条件になると考えられる。 

  



 

（４）文化財保存活用地域計画の構成 

 

［構成例］ 

※文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・ 文化財保存活用地域計画・保存活

用計画の 策定等に関する指針（文化庁）より 

序章 

 １．計画作成の背景と目的 

 ２．計画期間（５～10 年程度） 

第１章 市町村の概要 

 １．自然的・地理的環境 

 ２．社会的状況 

 ３．歴史的背景 

第２章 市町村の文化財の概要 

     未指定文化財も含めた文化財をリスト化 

第３章 市町村の歴史文化の特徴 

第４章 文化財の保存・活用に関する方針 

 １．既存の文化財調査の概要 

 ２．文化財の保存・活用に関する課題 

 ３．地域計画の位置づけ 

 ４．文化財の保存・活用に関する方針 

 ５．関連文化財群に関する事項 

 ６．文化財保存活用区域に関する事項 

第５章 文化財の保存・活用に関する措置 

 １．文化財の保存・活用に関する措置 

 ２．関連文化財群の保存・活用に関する措置 

 ３．文化財保存活用区域の保存・活用に関する措置 

第６章 文化財の保存・活用の推進体制 

 １．市町村の体制 

 ２．事務処理特例の適用を希望する事務の内容 

別添資料 

 文化財リスト 

  



 

関連文化財群 

地域の多種多様な文化財を歴史文化の特徴に基づくテーマやストーリーに沿って一

定のまとまりとして捉えたもの。まとまりを持って扱うことで、未指定文化財につい

ても構成要素として価値づけが可能となり、また、相互に結びついた文化財の多面的

な価値・魅力を発見することができる。（ストーリー＋文化財リスト） 

 

文化財保存活用区域 

文化財が特定の地区に集中している場合に、その周辺環境を含め当該文化財（群）を

核として文化的な空間を創出するための計画区域。多様な文化財が集中する区域を設

定して保存・活用を図ることで、魅力的な空間の創出につながることが期待される。

（地図上に表現） 
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３．地域計画の作成

４．
会議等

７．地域計画の
　　とりまとめ
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他自治体の事例調査

a.策定協議会
b.庁内検討会議
c.文化庁協議
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認定申請

関連文化財群の整理

テーマ・ストーリーの設定

文化財保存活用区域の設定

① ② ③

地域計画作成

〇計画（案） 概要版作成

地区計画の構成及び記載項目の整理

文化財の保存・活用に関する課題の整理

文化財の保存・活用に関する方針の整理

事業の提案及び措置等の整理

文化財を把握するための調査に関する整理

文化財の保存・活用の推進体制の整理



専門分野 氏　　名 役職・団体名等 備　考

地域づくり 鬼頭　浩文
四日市大学　副学長
総合政策学部　地域・まちづくり分野　教授

地域づくり 朝倉　由希
市文化財保護審議会　委員
文化庁地域文化創生本部研究官

建築 大井　隆弘 三重大学大学院工学研究科　建築学専攻　助教

建築 瀨河　英雄 三泗ヘリテージの会副会長

文化財 桐生　定巳 市文化財保護審議会　会長

文化財 久志本　まどか 市文化財保護審議会　委員

観光 岡本　登喜子 四日市観光協会　事務局長

商工 秋田　和伸 四日市商工会議所　商工振興部長

地域代表 伊藤　隆夫 四日市市自治会連合会

市民代表 中森　ゆき子
四日市市文化振興に関する市民会議委員
久留倍官衙遺跡整備検討委員会　委員

　

林　幸喜 三重県教育委員会社会教育・文化財保護課長

中野　千幸 四日市市市民文化部　文化振興課長

小松　威仁 四日市市シティプロモーション部観光交流課長

松岡　俊樹 四日市市教育委員会　副教育長

四日市市文化財保存活用地域計画策定協議会 委員名簿（令和２年度）

根拠法令：四日市市文化財保存活用地域計画策定協議会設置要綱

任　　　期：令和２年4月1日から令和４年3月31日まで

定　　　数：１５名以内

行政



四日市市文化財保存活用地域計画市民アンケート・ヒアリング（案） 

 

１．対象 

・市内 28地区（予定） 

・各地区で中心的に取り組みを行っている方（地区ごとに 3人まで） 

 

２．目的 

・文化財の悉皆調査（地域に眠る文化財の顕在化）  →設問Ⅰ 

・担い手となる人材の発掘、顕在化    →設問Ⅰ、Ⅱ 

・文化財の保存活用に関する地域住民の意識やニーズの把握 →設問Ⅱ、Ⅲ 

・文化財保存活用地域計画についての市民への周知  →ニュース等作成 

 

３．実施時期 

 令和 2年 10～11 月 

  10 月：地元説明会の実施（文化財保存活用地域計画）、アンケートの配布 

  11 月：アンケートの回収及びヒアリング 

 

４．設問（案） 

 ・文化財一覧表を参照（これから作成） 

 ・A3 一枚表裏程度 

 



―裏面に続きます― 

地区の歴史文化資源に関するアンケート（案） 

 

地区名 
 

所属・役職など 
 

お名前 
 

 

 

Ⅰ．地区の中にある歴史のあるお宝（有形・無形に関わらず）について教えてださい。 

※別添一覧表を参考に記入ください。欄が足らない場合は、別紙でも可です。 

 

Ⅰ-1．地区で行われている祭礼・伝承行事等を教えてください。（神社などのお祭り、お盆などの行事、地

区のイベント、おはやし、唄、習俗、習慣、食など） 

 

名称 
実施時期 
実施月日 

実施場所 
神社・寺院など 

内容・由来など 

    

    

    

    

    

    

    

    

Ⅰ-2．祭礼・伝承行事以外に、地区で大切にされている、大切にしていきたいものや場所を教えてくださ

い。（歴史的建物、風景、遺跡、史跡、石碑、祠、自然環境、樹木、動物、人物、言伝え、伝承、民謡など） 

 

名称 所在地 概要・由来など 

   

   

   

   

   

   

   

 

Ⅰ-3．地区の歴史や文化の保存・活用に関する団体や活動・取り組みを教えてください。 

 

名称 
団体等の構成 

（参加者･人数など） 
活動・取組み内容 

   

   

   

   

   

 



Ⅱ．地区における歴史文化に関連する今後の取組みについて教えてください。 

Ⅱ-1．地区で歴史文化資源の保存活用に取組むにあたって課題と思うことを教えてください。 

  ※あてはまるものを全て選択ください。 

 ①担い手・後継者を育成する    ②次代にあわせて必要な変化を行う 

 ③負担（人的、金銭的）を軽減する   ④情報発信を充実する 

 ⑤価値について地区内で理解を深め共有する  ⑥防災・防犯対策を充実する 

 ⑦建物や道具などを維持する    ⑧その他（                 ） 

 

 

Ⅱ-2．地区で進める歴史文化資源の保存活用の取組みに対して必要と思う支援について教えてください。 

  ※あてはまるものを全て選択ください。 

①金銭的な支援          ②文化財としての価値の明確化、記録 

③地域内外への情報発信       ④人材育成 

⑤他地区とのネットワーク・情報交換  ⑥専門家等による支援 

⑦寄贈・寄託の受け入れの拡充 

⑧その他（                                        ） 

 

 

Ⅱ-3．歴史文化に関して、地区で今後積極的に取り組んでいきたいこと、取り組んでいく必要があると考

えていることを教えてください。 

 

 

Ⅲ．四日市市における歴史文化資源の保存活用の取組みについて教えてください。 

Ⅲ-1．歴史文化資源が四日市市へもたらすことが期待される効果について教えてください。 

   ※あてはまる項目すべてを選択ください。 

①地域の住民同士のつながりが強まる    ②地域の誇りや活力 

③過去から未来へ歴史を受け継いでいく   ④教育や生涯学習などの学びの場となる 

⑤観光などの交流促進           ⑥地域の生業や経済活動を創り出す 

⑦その他（                                     ） 

 

 

Ⅲ-2．歴史文化資源の保存活用の取組みで認知しているもの（市の施策など）を教えてください。 

   ※知っているもの、利用したことのあるものすべてを選択ください。 

 ①市史や刊行物の発行     ②文化財の指定・登録、補助金 

 ③講座や講演会     ④史跡公園等の整備 

 ⑤活動への助成     ⑥展示 

 ⑦その他（                                     ） 

  

 

Ⅲ-3．歴史文化資源の保存活用について力を入れるべき取組みと考える項目を教えてください。 

  ※あてはまる項目すべてを選択ください。 

①有形文化財（建物･仏像等）の保存や修理  ②防犯、防火、防災等への取組み  

③調査や記録の充実     ④公開講座や博物館展示、情報発信充実 

⑤史跡公園など観光資源としての活用   ⑥地域コミュニティづくりへの活用   

⑦小中学校等の地域教育の充実    ⑧担い手の育成や生涯学習等の学びの充実 

⑨民間事業者等による活用（体験事業、カフェ等の収益事業） 

⑩その他（                                     ） 

 


